第２学年　道徳学習指導案
授業日：平成2５年３月６日（水）

　　　　　　　　 　
１　主題名　　他に学ぶ姿勢【内容項目２－（５）】
２　ねらい　　他の人が持つ自分にはない良さを認め、広い心で謙虚に学ぼうとする心情を育てる。
３　資料名　　「一番乗り」たけいち　（出典：自分を考える　中学生の道徳　あかつき）
４　主題設定の理由
　　　物事を様々な視点から捉えることができるようになって初めて人間としての成長があり、他に学ぶ姿勢は自己伸長につながる。広い心を若いときから持っておきたいものである。中学生は独りよがりであったり付和雷同したりする生徒が多い。どちらも成長期の特徴といってしまえばそれまでだが、自分の意見を持ちつつ、冷静に他者に学ぼうという姿勢をもってもらいたい。
本資料は、ヒーロー不在の少年時代を送っていた筆者が「たけいち」と出会い、毎日学校に一番乗りしてくる「たけいち」が、自分にはない素晴らしい面をもっていることに気付き、「たけいち」に学ぶものを見いだす。

この作品を通じて、自分にはない他者の良さに気付き、他者のものの見方や考え方を学ぼうとする気持ちを育てるとともに、他に学ぶことの大切さを感じてほしい。
５　準備物

　　　ワークシート
６　本時の指導
	
	学習活動
	主な発問・予想される反応
	留意点

	導

入
	○あこがれの人について考える。
	○あなたにとってあこがれの人はどんな人。（理由）
・歌手　　　　・プロ野球選手

・両親　　　　・先輩
	○理由も聞く。
※あこがれの人は、自分にないものを持っている人や、自分が目指す人になる。

	展

開
	資料を読む
○僕の気持ちを考える
○僕の気持ちの変化をとらえる。
	＊「優越感に浸りながら」廊下を歩いていたね。
○１時間も早起きして登校した筆者は、たけいちに「随分早いんだね」と言われて、どう感じただろう。

・悔しい。

・バカにされている感じ。

○新聞配達をしているたけいちに「随分早いんだね」と言われて、僕はどうして面食らったんだろう。

・新聞配達をしていてびっくりした。
・一番乗りの理由が分かった。

●早起きを心がけるようになったのはどうしてか。

・たけいちの行動に影響されたから。

・たけいちの頑張りがすごいと思ったから。
補助発問
○僕にとって早起きすることで得することは？
	○たけいちに勝つことだけを考えている。
○悔しさだけがあることをとらえさせる。

○最初の「随分早いんだね」の時とは違う僕の気持ちをとらえさせる。

補、気持ちは？
○早起きをしなくてもいい生活をしているにもかかわらず、早起きを心がけるようになったことをとらえさせる。

	終

末
	○普段の生活を振り返り、感想を書く。数人発表。
	○友達の行動で「えらい」「すごい」「見習いたい」行動を考え、感想を書く。
	


「一番乗り」たけいち

２年（　　）組（　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　　）

○「随分早いんだね」と言われた時の気持ちは？
	教室で
	

	玄関で
	


○早起きを心がけるようになった理由は何？

	


○感想

※友達の行動で「えらいな」「頑張っているな」「見習うべきだな」と思うことがあればその事も含めて書きましょう。
	


